
ソフトを追究して付加価値を高めることが
駐車場ビジネスの発展を導く

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
駐
車
協
会 
会
長

三
菱
地
所
株
式
会
社 

相
談
役

髙
木 
茂

『
自
転
車
・
バ
イ
ク
・
自
動
車
駐
車
場 

パ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
ス
』誌 

発
行
人

森
井  

博

特集 『自転車・バイク・自動車駐車場   パーキングプレス』誌 発行人・森井 博が聞く
パーキング業界の明日 73

ゲ ス ト

【プロフィール】　昭和37年慶應義塾大学経済学部卒
業後、三菱地所株式会社入社。取締役副社長兼ビル事
業本部長、社長、取締役相談役などを歴任して現在に至
る。全日本駐車協会 会長には一昨年の６月に就任した。

髙木 茂        氏

一般社団法人 全日本駐車協会 会長
三菱地所株式会社 相談役

（たかぎ しげる）
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のうち、どこかひとつのビルに相応のス
ペースを有する駐車場を設ければ、その
他のビルは駐車場をつくらなくても良い
と「駐車場附置義務の弾力化」が行われ
たのはご存じのとおりです。
髙木　三菱地所でも、丸の内エリア内の
各ビルの権利者やお客様が共通で使える
「丸の内パークイン」という駐車場サービ
スを展開しています。東京をはじめとす
る大都市では、このように駐車場をシェ
アするような利用の仕方が、ますます定
着していくのではないでしょうか。そも
そも、それぞれのビルにオフィスがあり、
レストランがあり、商業施設があり、駐
車場があり……と同じ機能が入っている
と、ビルに個性がなくなってしまい、面
白くありませんから。
森井　なるほど。ビルには個性がある
べき、というのは三菱地所で長年活躍さ
れてきた髙木さんらしい考え方ですね。
ではその一方、もう少し規模の小さな地
方都市では、どのように駐車場をつくっ
ていくべきだと思われますか。
髙木　その質問には、昨年6月に全日駐
の講演会に講師として招いた株式会社
アフタヌーンソサエティの清水義次氏の
話を例にすると分かりやすいと思います。
清水氏は講演の中で「地方の自動車所有
率は非常に高く、ほとんど一人当たり車
一台の割合である。それだけに、図書館
などの公共施設を新たに設ける場合、当
然、主な利用者となる地域住人への駐車
スペースの配慮が必要だ。つまり、駐車

命し、やっと不動産そのものに携わるこ
とが出来ました。そういえば入社した時、
2年程前から営業を始めた東京駅前の行
幸道路の地下に2層式の「丸の内駐車場」
を見学に行った記憶はあります。あの時
は「東京駅前の地下にこんな立派な駐車
場が隠れていたのか！」と驚きましたね。
ちなみにその当時の丸ビル、新丸ビルは
当然まだ旧い建物で、丸ビルには駐車場
がなく、新丸ビルはごく一部に付設され
ていた程度でした。
森井　ちょうどその頃から、地下駐車場
や機械式立体駐車場の供給が増え始めま
したね。相前後してビルの駐車場附置義
務が法律で定められましたので、ビルの
数に比例して駐車場も増えていったわけ
です。ただ、その後、超高層ビルが建て
られるようになると、それまでの附置義
務の規制が現実にそぐわなくなり、緩和
するべきでは？ との議論が生まれました。
髙木　そうでしたね。その頃私が聞い
ていたのは、丸の内のようにビルが集積
している地域なら個別ビル毎の附置義
務台数を律儀に作ってしまうと駐車場が
余ってしまうという危惧でした。おまけ
に地下の工事は、当然コストが高いとい
う問題もありました。
森井　附置義務について付け加えます
と、国土交通省が「コンパクトシティ」の
施策を進めたことに伴って、附置義務台
数は緩和の方向に動きましたよね。すべ
てのビルに規定どおりに駐車場を確保
するのは合理的ではない。ワンブロック

日本の主要自治体にある各駐車協会
を束ねる全日本駐車協会の会長職に就
いてから約2年。髙木茂氏は、都市部で
顕著な車離れ、全国的な少子高齢化など
の課題が山積する中、三菱地所で半世紀
以上にわたって培った知見と人望で業界
をリードしてきた。いわく、2016年は
駐車場ビジネスが大きく転換していく節
目の年になるという。近未来の駐車場業
界が目指すべき方向性、期待などをうか
がった。（対談収録：2016年4月11日）

森井　事前にいただいた資料を拝見し
て分かったのですが、私達は同学年のよ
うですね。私は昭和13年の8月生まれで、
髙木さんは昭和14年の4月1日ですから。
髙木　そのとおりです。私は早生まれ
の最後でしてね。
森井　改めて髙木さんのキャリアを簡
単に教えていただけますか。
髙木　三菱地所入社後は人事を振り出し
に、昭和39年の東京五輪の年に経理、オ
イルショック前年の昭和47年には調度部
（建築案件の発注や色々な資材の調達を
する部署）配属となり、商法改正が行われ
た昭和57年に総務部へ異動といった業歴
を歩みました。その後、人事部長、経理部
長などを経て、平成12～13年、副社長を
務めた時にビルディング事業本部長を拝

昭和25年～ 26年頃は東京駅前でも
青空駐車がまかり通っていた

昭和20年代半ば、丸の内
にお目見えした地下駐車
場。外車で賑わっていた

昭和3年に設立された
丸ノ内ガラーヂ株式
会社がつくった日本
発の自走式駐車場専
用ビル。ただし当時は
自動車自体が少なく、
契約車集めは困難を
究めたという

駐車場附置義務の弾力化は
魅力ある街づくりを 
支援する

特   

集
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全般にいえることですが、やはり安全は
何にも増して最優先されるべきポイント
です。したがって工業会が一丸となって
安全を追求するのは素晴らしいことだと
考えています。
森井　そのとおりですね。
髙木　実は私もひとりのユーザーとして、
機械式立体駐車場の安全確保の重要性を
身を持って痛感した経験があるんです。
森井　といいますと？
髙木　以前、住んでいたマンションには
機械式立体駐車場がありましてね。妻
が入庫した後、車を降りてトランクから
荷物を出していたら、そのことを知らな
かった別の人が機械を操作して、自分の
車を出そうとし始めた。妻はすぐに気づ
いて大きな声を出したから、その人は即
座に操作をストップして、妻は事無きを
得たのです。もし万が一、そのまま操作
が続けられたらと思うとゾッとしますよ。
そんな経験もあるからこそ、JIS規格の
お墨付きをもらう安全確保への取り組み
は絶対に必要だと考えます。
森井　奥さんに何もなくて良かったで
すよね。そのアクシデントはどのくらい
前に起きたんですか？
髙木　15年ほど前の出来事なんですが、
その当時、既に妻が体験したようなヒヤ
リハットはマンション内のほかの複数の
住人が経験していたようです。
森井　私がIHIで駐車場事業に携わって
いた昭和38～54年頃は、日本のモータリ
ゼーションが本格的に到来した時代で、機
械式立体駐車場の販売が非常に好調でし
た。ただ、当時は販売台数を伸ばすことや、
駐車場スペースの確保など経済合理性が
優先されていた傾向が強く、ともすれば安
全が疎かにされる傾向があったわけです。
しかし近年になって、アクシデントや死亡
事故が発生するに至ったため、国土交通
省と工業会が協働して安全基準づくりに
取り組んだのは画期的な出来事でしたね。
髙木　同感です。安全を最重要視する
ようになったのは素晴らしいことだと思

だし、帰宅中に寄れる“緩衝地帯”のよう
な場所が全くないのは一部で評判が良く
なかったらしいです。つまり、仕事の疲
れをほぐすような飲み屋のような場所が
なかったのですね。
森井　なるほど、人間ですからね。確か
に“仕事→プライベート”と簡単に意識
をスパッと切り替えられるものじゃない。
自宅に着く前にワンクッション置いて気
分転換できるような場所は必要かもしれ
ません。
髙木　そうですね。都市には“潤い”も
必要ですからね。

森井　では続いて、全日駐さんの友好団
体である、公益社団法人立体駐車場工業
会の取り組みについてお聞きしたいと思
います。同工業会では、昨年の春から機
械式立体駐車場設備のJIS規格化など安
全の標準化に向けた委員会を定期的に開
催しています。これに対して髙木さんが
期待する成果についてお聞かせいただけ
ますでしょうか。
髙木　機械式立体駐車場を含む、駐車場

場はその施設に近く、利用しやすい場所
につくらなければ意味がない」という話
をされていました。施設から遠く、車を
停めてから長く歩かないと着かないよう
な場所では、結果的に駐車場と施設、両
方とも使われなくなってしまうというの
です。これまでのように、例えば大規模
な体育館をつくったから、アクセスはさ
ほど考慮せず、体育館の規模に応じた何
百台も停められる大規模駐車場をつくれ
ば良い……という発想ではもはや時代遅
れというわけです。その意味では、地方
都市での駐車場づくりは、基本となる街
づくりの企画段階から考えていくことが
非常に大切になりそうです。
森井　街づくりと聞いて思い出すのは
三菱地所さんの街づくりの代表作のひと
つと言える、仙台の泉パークタウンです。
都市景観100選にも選ばれ、暮らしに必
要な諸機能がバランス良くレイアウトさ
れた、美しく快適な街ですよね。まさに
コンパクトシティを先取りしている街で
はないでしょうか。
髙木　ありがとうございます。もっと
も、泉については少々面白い話もありま
してね。泉は住宅地と業務用地を明確に
区別した都市計画に基づいて整然とつく
られています。それは良いのですが、た

対談は三菱地所内の応接室で行った。地所勤務時代は駐車場関連のビジネスはあまり経験していないんで
すよ、と言いながらも未来の駐車場業界にかける思いは熱く、色々なアイデアを語っていただいた

妻のヒヤリハット体験で 
痛感した
駐車場安全確保の重要性
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リュームになります。JFEエンジニアリ

ングさんの全自動機械式立体駐輪場、サ
イクルツリーを導入していることも話題
になるかもしれません。
森井　近年、東京駅の周辺は放置自転車
がかなり深刻な問題になっていましたか
らね。画期的な取り組みではないでしょ
うか。
髙木　さらに、その700台規模の自転車
駐輪場に、今年の2月から都心4区で相
互乗り入れが始まったシェアサイクルの
ポートも加えることができれば、より理
想的だと考えています。駐車場と自転車
駐輪場の融合、共存によって新たな人の
流れが生まれるかもしれません。となる
と、次の課題は自動二輪を停める場所を
どうするかになりそうです。
森井　それについては国土交通省から
ここ数年、駐車場所を確保してほしいと
の要請が来ていますね。例えば空いた駐
車スペースに停める、自転車置き場だっ
た場所に停める、あるいは機械式立体駐
車場に停める可能性も探るため、実験も
盛んに行われました。
髙木　自動二輪を機械式立体駐車場に
停めるには様々な工夫や課題もあると聞
いていますが。
森井　複数のメーカーが取り組みまし
て、例えばバイクが倒れないように強力
なベルトや特殊器具で支える、あるいは
耐震性に配慮して吊るすなど多くの試み
が行われました。新潟県中越沖地震や福
岡県の西方沖地震などの揺れを装置上で
再現し、それに耐えられるかどうかとい
う極めて実際的な実験も行われたのです。
その結果、あのクラスの大地震にも耐え
られる装置をつくったのはひと握りの
メーカーに限定されました。そういえば
ユニークだったのが、バイクを機械式立
体駐車場のパレットの中で“吊るす”仕
組みを考案したメーカーです。何しろ吊
るのですから、転倒のしようがなく、非
常に優れた実験結果を得たそうです。
髙木　その発想はすごいですね。

といえば、都市部、ビジネス街に特に多
く見られました。ところがここ数年は住
宅街にも供給が増えている。何故だと思
われますか？
髙木　どうしてでしょうか。
森井　先ほど申し上げた、自動車所有の
考え方の変化が影響しています。とい
うのは、土日祝日に借りた車を駐車する
ニーズが高まったことを受けて、コイン
パーキングの数が増しているのですね。

髙木　時代と共に人の考え方が変わる
のは当然ですから、車離れは仕方の無い
ことかもしれません。しかし、私たちは
そのまま手をこまねいているわけにはい
きません。やはり駐車場に「付加価値」
を持たせて、駐車以外の目的の人も呼び
込むことが業界の喫緊の課題です。
森井　髙木さんとしてはどんな価値に
可能性を感じていらっしゃいますか。
髙木　直近の例では、自転車駐輪場との
融合に期待ができるのではないかと思っ
ています。丸の内、大手町界隈では行政
とも相談して、最近は自転車駐輪場も積
極的に設けています。新大手町ビルの近
くや丸ビルにも設置しています。しかし、
まだ不足しているということで、この5

月9日にグランドオープンする「大手町
フィナンシャルシティ グランキューブ」
にも設置することになりました。先日視
察してきたのですが、計700台駐輪でき
る規模でして、この界隈ではかなりのボ

います。もっとも、私のマンションの駐
車場の話には続きがありましてね。
森井　なんでしょう。
髙木　近年、私達の業界にとっては歓迎
すべきではありませんが、都市部を中心
とする“車離れ”、超高齢化社会に伴う“自
動車免許の返納の増加”など、自動車をめ
ぐる状況が以前とは異なっています。私
のマンションも例外ではなく、自動車を
所有する住人が減り、空き駐車場が増え
てしまいました。管理組合にとっては定
期収入が減る一方で、メンテナンスコス
トはかかり続ける状況となり、このまま
ではマズいという議論が生まれたのです。
森井　確かに近年、都市部のマンション
ではよく聞かれる話ですよね。その後ど
うなったのですか？
髙木　最終的には埋め戻すことになりま
した。駐車場の代わりに不足気味だった
トランクルームをつくろうという案もあっ
たのですが、駐車場内にトランクルームへ
のアクセスを確保するのが危険というこ
とで却下され、埋めて平面にしたのです。
森井　多くの人がレンタカーやカーシェア
に注目するようになった今、髙木さんの
マンションのような事例も決して珍しく
はなくなりました。車で遠出したい休日
はカーシェアリング、レンタカーを使い、平
日は公共交通を使うと割り切ってしまう。
合理的な考え方をする人が増えました。
私達の時代は、車は所有するものと決まっ
ていましたので隔世の感があります。
髙木　そのとおりですね。
森井　私が理事長を務めている日本
パーキングビジネス協会に関連した話題
なのですが、かつてのコインパーキング

5月9日にグランド
オープンする「大
手町フィナンシャ
ルシティ グラン
キューブ」内の全
自動機械式立体駐
輪場、サイクルツ
リー。大手町に通う
自転車ツーキニス
ト御用達の場所に
なるかもしれない
（三菱地所提供）

自転車、自動二輪にも
目を配ることが必要だ

特   

集

対談   髙木 茂 × 森井 博73パーキング業界の明日
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で、駐車場が担える役割は決して小さく
ないと考えています。観光バスで移動し
てきた団体観光客が、オリンピック会場
や観光スポット行きの交通手段に乗り換
える場所になるのは当然ですが、私が考
えるのは、観光情報のインフォメーショ
ンセンターのような機能を持たせられな
いかということです。
森井　例えばどのような機能を持たせ
るのでしょうか。
髙木　駐車場があるエリア近辺ならで
はの細かい観光情報を発信し、観光客に
役立てていただく、などが考えられます。
あるいは移動手段の乗り換えを待つ間
にコーヒーを飲んで休憩していただくス
ペースを設けるといった案も面白いかも
しれません。要はコンビニの発想を参考
にするということです。
森井　コンビニですか。
髙木　はい。都市部のコンビニエンス
ストアがあれだけの高密度であるにもか
かわらず、各々が営業できているのは膨
大な消費者の存在以上に「多機能」であ
ることが要因だと思います。最近のコン
ビニは、本当に何でもできるじゃないで
すか？ 日用雑貨、食料品は言うに及ばず、
高品質で安価な軽食に美味しいコーヒー、
銀行のATM、そしてマイナンバーで住
民票などの公的書類も取得できる。しか
も24時間、365日いつでも利用できます。
だからこそ常に多くの人が集まり、賑わ
いが途切れないのです。駐車場もそうし
た存在になれば本当に理想的なのですが。

森井　そうですね。確かにパーキングメー
ターの役割はもはや終わったと言ってもい
いかもしれません。それに加えて私が申
し上げたいのは、ビルに組み込まれている
駐車場をもっと一般に開放することです。
ビル内の駐車場は、ともすればそのビルを
訪れる人やそこに勤めるオフィスワーカー
専用、というイメージをもたれがちです
が、それを分りやすい誘導サインを用いる
ことで「一般のドライバーも利用してOK

です」と周知していく。できれば24時間、
365日利用できるようになればなお良いで
すね。実現すれば路上のパーキングメーター
撤去に伴って、新たな駐車スペースを探す
ドライバーの受け皿にもなるでしょう。
髙木　2020年の東京五輪というビッグ
イベントは、大胆に東京の都市計画を見
なおす千載一隅のチャンスですからね。
この際、路上のパーキングメーターを全面
的に廃止するところまでもっていって欲
しいものです。
森井　東京五輪に関連した話でさらに
付け加えると、ご存じのとおり、海外か
らの観光客が急増しています。政府は
2020年の訪日観光客数・4000万人とい
う目標も掲げました。2020年には当然、
今よりもはるかに東京を訪れる外国人が
増加することが予想されるため、国や都
はその受け入れ体制をさらに整備しなけ
ればなりません。そこで駐車場はどんな
役割を担えるでしょうか。
髙木　都市に不可欠なインフラであり、
なおかつ交通結節点に存在するという点

森井　では、ここから話題を変えまして
あと4年後に迫った東京五輪の成功に向
けて、駐車場がどんな役割を担うことが
できるか、というテーマについてお話い
ただきたいと思います。
髙木　少子高齢化、車離れの問題などか
ら、これから東京五輪のために都内に新
たな駐車場をつくるというニーズは極め
て少ないと思います。前回、昭和39年の
東京五輪と違って、既存の駐車場をいか
にうまく活用していくかがポイントにな
ると考えます。
森井　なるほど。
髙木　そこでまず私が要望したいのは、
まだ都内に残っている路上のパーキング
メーターを撤去していくことですね。あ
れがなくなれば道路左に一車線確保で
きる。そこを自転車専用レーンにすれ
ば、歩道を走る自転車が少なくなって歩
行者の安全確保にもつながります。そし
て、パーキングメーターをなくすことで
それまでメーターを利用していた自動車
を、既存の駐車場やコインパーキングに
誘導すればいいのではないでしょうか。

一昨年の10月に全日駐とア
メリカの「IPI（International 
Parking Institute）」はシン
ポジウムを行った。これは
その際の記念写真

コンビニビジネスの発想が
駐車場業界発展のヒントに



017自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス　2016　5月号

対談記事のバックナンバーもご覧いただけます。

過去の対談ゲストの方は、WEBでご紹介しています

または http://www.parkingpress.jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス 対談

【パーキングプレス 発行人】  森井 博 のプロフィール
●  一般社団法人 日本パーキングビジネス協会 理事長
●  一般社団法人 自転車駐車場工業会 会長
●  一般社団法人 日本シェアサイクル協会 専務理事
●  東京八重洲ライオンズクラブ 会員
●  六本木男性合唱団 団員
●  サイカパーキング（株）、日本駐車場救急サービス（株）、
　 モーリスコーポレーション（株） 夫々代表取締役CEO

【略歴】 1938年（昭和13年） 宮崎県延岡市生れ77才。
 1957年（昭和32年） 石川県立金沢泉ヶ丘高校卒
 1961年（昭和36年） 東京商船大学（現東京海洋大学）卒
 1961 ～ 1979年 石川島播磨重工業（現：IHI ）
 1979 ～ 1991年 東芝
 1991年～ 現職

【趣味】　ゴルフ・ドライブ・歌・テニス・野球・水泳

【遍歴】 水泳（漁港で漁師の子供達と一緒に育ったため、小学生になる前
から泳ぎが得意、野球（中学生までは本気でプロ野球選手になる
つもりであった。元西鉄ライオンズ 故・鉄腕 稲尾和久投手、完
全試合男 田中勉投手、元巨人 淡河弘捕手は友人。原辰徳前監督
の父 故・貢氏からはボクサー犬を貰った仲。少年野球コーチ6
年間）、陸上競技（短距離、ヤリ投げ、インターハイ2回出場、オ
リンピック３回出場の東京陸協 大串元会長とは友人）、テニス

（元デ杯選手 本井満氏のコーチでかなりの腕前になるも、45歳
時アキレス腱断裂で引退）、ゴルフ（熱心に勉強するも、なかな
かシングルになれない。これをヘタの横好きという）車好きで、
国産車、外国車数台所有。自転車は年齢を考え余り乗らないが、
数台所有。健康のため、事務所にフィットネスマシーン５台を置
き、毎週数回トレーニングは欠かさない。

ています。駐車場ビジネスの在り様が大
きく変わっていくことも考えられるため、
全日駐では技術委員会において既に昨年
から議論や研究を重ねており、今年は会
員企業の皆様と「近い将来に予測される、
新しい駐車場ビジネスの姿」を共有して
いきたいと考えています。
森井　その意味では、2016年は非常に
大切な年に位置づけられそうですね。
髙木　はい。それに加えて、欧米の団
体やメディアとの協働、対応などの動き
もあり、海外の駐車場ビジネスの知見を
採り入れるような動きも出てきていま
す。一昨年10月には我々と同様の団体
である、アメリカの「IPI（International 

Parking Institute）」とシンポジウムを
開催し、有益な情報をやりとりすること
ができました。さらに昨年末にはイギリ
ス駐車協会の機関誌から取材オファー
を受け、資料提供をしました。記事の
テーマは「新たなソリューションで厳し
い課題に立ち向かう日本の駐車場業界」
というものでしたが、イギリス人の客観
的な目線から実にうまくまとめられて

森井　駐車場に別機能を設けることで、
ドライバーと駐車場オーナーがウィン
ウィンの関係を築くこともできますよね。
例えば皇居前のパレスホテル東京の地下
には、アメリカの電気自動車メーカー「テ
スラ」が設けた、テスラオーナー専用の
急速充電設備があります。サービスの内
容も優れていまして、ホテルの正面玄関
でバレースタッフが鍵とクルマを預かり、
充電を代行しておいてくれるのです。し
かも6時間までは無料で停めておけるの
で、ドライバーはその間、パレスホテル
内で仕事や食事など時間を有効に活用で
きる一方、ホテルにとってもお客様が増
えることになり、メリットが生まれます。
髙木　なるほど。バレーサービスとい
えば、2020年までにオートバレーパー
キングがサービスを始める可能性が出て
きていますし、エリア限定ではあります
が自動運転が実現するという話も聞こえ

おり、感心しましてね。我々の機関誌
『PARKING』の4月末発行号に日本語
訳を掲載する予定になっています。
森井　それは非常に興味深い。私もそ
の記事を楽しみにしております。本日は、
日本の駐車場整備の変遷から将来的なソ
リューションなど、幅広い話題について
対談することができました。誠にありが
とうございました。

「近い将来に予測される
 新しい駐車場ビジネスの姿」 
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対談   髙木 茂 × 森井 博73パーキング業界の明日


